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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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　秋になると、けたたまし
く「ガチャ、ガチャ、ガチャ」
という鳴き声を聞くことが
あります。
　長い尾と鋭いくちばしを
もった小鳥です。
　虫やカエルなどを捕食し
ます。日本には 5 種類のモ
ズがいると言われています。

矢部村　栗原　浩暢

第 28回八女茶で健康 手間と時間を惜しんで出す
「温かいお茶」

　暖かいお茶を飲みたくなってきました。そこで今
回は、寒い時期の気温を利用した簡単で温かくお
いしいお茶の淹れ方をご紹介します。用意するの
は、小ぶりの急須（容量 300cc）とお湯のみ 3 個 ( 容
量 135cc)、お茶 5g それにポットのお湯 200cc です。
①まず、急須にポットから直接 30cc のお湯を急須
に淹れます。　②茶缶からお茶の葉を 5g ほど取り
出します。　③急須の底に手を当て、温かくなっ
ていることを確認してお湯の入った急須に茶の葉
を入れます。　④ 40 ～ 50 秒ほどそのままにし、
ポットから急須に直接お湯を淹れます。　⑤ 20 秒
ほどして湯呑につぎわけ（１個は約 60cc）、出来上
がりです。
　解説しますと①ではポットから直接お湯（80 度）
を急須に少量入れます。冬場は冷たい温度になっ
ている急須が湯温を 60 度程度に下げ、適温でお茶
が入られる状態とします。　
　30cc というお湯の量は、6g お茶の葉が生葉（乾
燥する前の葉）のときに持っていた水分の量で、
お茶の葉が開くために必要な量です。しかし、お
湯の温度が低いと茶の香りが出ませんので⑤では
熱湯を直接淹れ、お茶の香りを出します。つまり、
最初に低温で味を出し、後で高温で香りを出すと
いうことです。渋みが気になるお茶の場合は、先
に急須にお湯、後からお茶の葉を入れます。渋みが気にならず香りを
もっと楽しみたいときは、先にお茶を入れて後からお茶の葉の 5 倍の
量のポットのお湯を入れます。各家庭で利用されているお茶によって、
多少お茶の量や淹れる時間等が異なりますので、楽しみながらご自分
の淹れ方を見つけてください。
※写真の急須はプラスチック製で網はステンレスです。洗うのがとて
も簡単で使い勝手が良い急須です。

　福岡県茶生産組合連合会事務局長　　仁田原　寿一

矢部川源流・杣の里の四季　�
イロハモミジ(いろは紅葉)[ムクロジ科]*
コハウチワカエデ（小羽団扇楓）[ムクロジ科]* の紅葉　*旧カエデ科

　　両種とも釈迦・御前岳のブナ林の周辺で多く見られる。イロ
ハモミジは葉が小さく５裂、コハウチワケデはやや大きく９裂（７
～ 11）するので区別できる。紅葉の時期は１１月１０日頃。

黒木町　松尾　重根

八女筑後看護専門学校の卵　④

　4 月には、看護科と並行して准看護科の入学生も迎えます。以前は、「金の卵」
と言われた中卒者を対象にしたこの制度も、近年殆どが高卒者になりました。
中には大卒の学生も多く、最近目立つのは子育てがひと段落した年齢層の人
が多くなった事です。
　これまでまるで医療経験のない学生ですが、半年も過ぎると本格的な看護
の学習に入ります。積み上げてきた専門知識や看護技術の成果を試す病院実
習を、基礎看護実習と言いますが、此処では授業で学生同士練習してきたこ
とを実際の患者さんを通し体験します。学生は病院で出会う患者さんに「ど
んな話をしたら良いか」「喜んでもらえるような看護ケアをできるか」様々な
不安があります。また「実習指導者に上手く伝えることはできるか」「実習記
録はきちんと書けるか」等の心配も重なります。初めて患者さんの所に行っ
て熱や脈拍、血圧を測ろうとしても緊張しすぎて、殆どしゃべることもでき
ません。血圧を測らせてほしいことをどうにか伝え、患者さんに腕を差し出
して貰っても、何枚も重ね着をされ、すんなりとはいかないものです。あま
り時間が経つと「きつか。もう測らんで良か！」などと声を荒げられること
も間々あります。最初に自己紹介して「初めての実習で慣れていません」な
どと、患者さんの気分を和らげたりすると協力も得られ易くなります。
　学校では、「患者さんと関わる前には必ずコミュニケーションをとりましょ
う」と教えてはいますが、実際に当たるとすっかり抜けてしまうようです。
　患者さんとの関係を上手くとるには、傾聴する力だけではなく、自分の思
いや考えを伝える力が必要です。
　学内で知識や技術をどんなに学んでも、
実際の経験を通して学ぶ以上のものは学べ
ません。医療の中では看護師に限らず経験
の積み重ねが大切です。
　学生は、実習を通して患者さんや看護師
の方々から多くのことを学んでいきます。

副学校長　高治　智美

広川町日吉

猪口　千歳
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イロハモミジ コハウチワカエデ

①先に少しお湯を入れる

②次に茶の葉を入れる

③時間をおきお湯を入れる

④おいしいお茶をどうぞ


